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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給紙トレイと、給紙トレイより用紙を１枚ずつ給紙する用紙給紙装置と、給紙トレイの
引き出しを防止するトレイロック機構と、用紙給紙装置の下流側の搬送路を開閉する開閉
部と、搬送路における用紙の有無を検知する用紙検知手段と、開閉部の開閉状態を検知す
る開閉検知手段と、制御部と、を有し、
　前記制御部は、前記用紙検知手段によって用紙の滞留、又は未到達が検知された場合に
、前記トレイロック機構を前記給紙トレイの引き出しを防止するようにロック動作させ、
前記開閉検知手段により前記開閉部が所定時間以上連続して開いたことが検知された時に
前記トレイロック機構のロックを解除させることを特徴とする給紙装置。
【請求項２】
　給紙トレイと、給紙トレイより用紙を１枚ずつ給紙する用紙給紙装置と、給紙トレイの
引き出しを防止するトレイロック機構と、用紙給紙装置の下流側の搬送路を開閉する開閉
部と、搬送路における用紙の有無を検知する用紙検知手段と、開閉部の開閉状態を検知す
る開閉検知手段と、前記開閉部の移動した位置を検知する開閉位置検知手段と、制御部と
、を有し、
　前記制御部は、前記用紙検知手段によって用紙の滞留、又は未到達が検知された場合に
、前記トレイロック機構を前記給紙トレイの引き出しを防止するようにロック動作させ、
前記開閉検知手段により前記開閉部が開いたことが検知されると共に、前記開閉位置検知
手段が所定の位置まで前記開閉部が移動した時に前記トレイロック機構のロックを解除さ
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せることを特徴とする給紙装置。
【請求項３】
　前記開閉位置検知手段は、前記開閉部が所定の位置まで移動したことを検知するため前
記開閉部の開閉角度を検知する開閉角度検知手段を備えたことを特徴とする請求項２に記
載の給紙装置。
【請求項４】
　前記用紙検知手段によって用紙の滞留、又は未到達が検知された場合に、前記制御部が
前記トレイロック機構により前記給紙トレイの引き出し防止するためにロック動作させた
後、用紙の滞留、又は未到達が検知された旨を表示する表示手段を、さらに備えたことを
特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の給紙装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１つに記載の給紙装置を備えることを特徴とする画像形成装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機、ファクシミリ、プリンタ等の画像形成装置に用紙を１枚ずつ供給す
る給紙装置およびこれを備えた画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　複写機、プリンタ等の給紙トレイから用紙を一枚ずつ給送する給紙装置を有する画像形
成装置では、この用紙の搬送方向と、給紙トレイの引き出し方向が直交するフロントロー
ディング機が数多い。これらの画像形成装置は、ジャム時、搬送方向のガイド板を開き、
ジャム紙を除去する方式になっているものが大多数である（例えば特許文献１参照）。
　しかし、実際には上記ジャム処理手順を行わずに、慌てて給紙トレイを引き出してしま
うことが多々あり、この場合、給紙トレイと給紙装置の間にジャム紙が跨った状態のまま
、用紙が引きちぎられてしまい、用紙片を給紙装置内に残してしまう等の深刻なダメージ
となる場合が多い。
　また、従来の画像形成装置では、ジャム時に分離部材（分離コロ、フリクションパッド
等）を自動的に離間させる構成としたり、或いは、最近ではコスト低減のため、分離部材
を給紙トレイの抜き差しと連動し離接させている構成が多くなっており、何れも給紙トレ
イ引き抜き時に、ジャム紙を拘束する負荷をなくし、スムーズに引き出すための構成であ
る。
【０００３】
【特許文献１】特開平６－１８３５７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、実際にはジャムのパターンは多種多様であり、用紙の殆どが給紙トレイ
内に残っている場合や、逆に給紙装置内に大部分入り込んでいる場合、また給紙装置内で
座屈している場合等がある。
　いずれにしても、いきなり給紙トレイが引き出された場合、上記に示すダメージを生じ
ることが多く、サービスメンテナンス発生の主要因の１つとなっている（特許文献１）。
　本発明の目的は、上記の問題に鑑みて、給紙トレイの引き出しを規制するトレイロック
機構を設けると共に、上記搬送方向ガイド板の開閉と連動させ、ジャム時に必ずガイド板
開閉を先に実施するように、操作手順を誘導する制御を付加することで、上記ダメージの
発生を低減する給紙装置およびこれを備えた画像形成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、給紙トレイと、給紙トレイより用紙を
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１枚ずつ給紙する用紙給紙装置と、給紙トレイの引き出しを防止するトレイロック機構と
、用紙給紙装置の下流側の搬送路を開閉する開閉部と、搬送路における用紙の有無を検知
する用紙検知手段と、開閉部の開閉状態を検知する開閉検知手段と、制御部と、を有し、
前記制御部は、前記用紙検知手段によって用紙の滞留、又は未到達が検知された場合に、
前記トレイロック機構を前記給紙トレイの引き出しを防止するようにロック動作させ、前
記開閉検知手段により前記開閉部が所定時間以上連続して開いたことが検知された時に前
記トレイロック機構のロックを解除させることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２の発明は、給紙トレイと、給紙トレイより用紙を１枚ずつ給紙する用紙給紙装
置と、給紙トレイの引き出しを防止するトレイロック機構と、用紙給紙装置の下流側の搬
送路を開閉する開閉部と、搬送路における用紙の有無を検知する用紙検知手段と、開閉部
の開閉状態を検知する開閉検知手段と、前記開閉部の移動した位置を検知する開閉位置検
知手段と、制御部と、を有し、前記制御部は、前記用紙検知手段によって用紙の滞留、又
は未到達が検知された場合に、前記トレイロック機構を前記給紙トレイの引き出しを防止
するようにロック動作させ、前記開閉検知手段により前記開閉部が開いたことが検知され
ると共に、前記開閉位置検知手段が所定の位置まで前記開閉部が移動した時に前記トレイ
ロック機構のロックを解除させることを特徴とする。
【０００８】
　請求項３の発明は、請求項２において、前記開閉位置検知手段は、前記開閉部が所定の
位置まで移動したことを検知するため前記開閉部の開閉角度を検知する開閉角度検知手段
を備えたことを特徴とする。
【００１２】
　請求項４の発明は、請求項１～３のいずれか１つにおいて、前記用紙検知手段によって
用紙の滞留、又は未到達が検知された場合に、前記制御部が前記トレイロック機構により
前記給紙トレイの引き出し防止するためにロック動作させた後、用紙の滞留、又は未到達
が検知された旨を表示する表示手段を、さらに備えたことを特徴とする。
【００１３】
　請求項５の発明は、請求項１～４のいずれか１つに記載の給紙装置を備えることを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１にかかる発明によれば、開閉部を開くことなく給紙トレイが引き出されること
で、ジャム紙が引きちぎられてしまい、用紙片を給紙装置内に残してしまう等の深刻なダ
メージとなることを防ぐことができる。
【００１５】
　また、ジャム紙を取り除く際に、開閉部内の搬送路及び給紙トレイの内部を視認する必
要がある場合、開閉部を開いた後であれば、給紙トレイの引き出すだけで、開閉部内の搬
送路及び給紙トレイの内部の各々を視認することが可能という効果を奏する。さらに、開
時間を検知し、所定時間以内に閉められた場合、ジャム紙の処理が済んでいないと判断し
、トレイロックを解除しないことによって、確実な処理を促すことができるという効果を
奏する。
【００１７】
　また、請求項２にかかる発明によれば、開閉部を開くことなく給紙トレイが引き出され
ることで、ジャム紙が引きちぎられてしまい、用紙片を給紙装置内に残してしまう等の深
刻なダメージとなることを防ぐことができる。また、ジャム紙を取り除く際に、開閉部内
の搬送路及び給紙トレイの内部を視認する必要がある場合、開閉部を開いた後であれば、
給紙トレイの引き出すだけで、開閉部内の搬送路及び給紙トレイの内部の各々を視認する
ことが可能という効果を奏する。さらに、開閉部の位置を検知し、所定の位置まで開閉部
が移動していない場合、ジャム紙の処理が済んでいないと判断し、トレイロックを解除し
ないことによって、確実な処理を促すことができる。
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【００１８】
　また、請求項３にかかる発明によれば、開閉部の開閉角度を検知し、開閉部が所定角度
まで開いていない場合、ジャム紙の処理が済んでいないと判断し、トレイロックを解除し
ないことによって、確実な処理を促すことができる。
【００２２】
　また、請求項４にかかる発明によれば、給紙トレイの引き出し防止するためにロック動
作させた後、用紙の滞留、又は未到達が検知された旨を表示することで、利用者が給紙ト
レイに対してロック動作を行う前に引き出す行為を防止することで、ジャム紙が引きちぎ
られてしまい、用紙片を給紙装置内に残してしまう等の深刻なダメージとなることを防ぐ
ことができる。
【００２３】
　また、請求項５にかかる発明によれば、請求項１から４のいずれか一つに記載された給
紙装置の機能を実現することができ、これら各給紙装置と同様の効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明を図面に示した実施の形態により詳細に説明する。
　図１は本発明を適用する画像形成装置本体を説明する概略図である。図１において手前
側に引き出し、用紙補給を行う給紙トレイ１（図では５個）が多段に設けられて各給紙ト
レイ内に用紙が積載される。
　各給紙トレイ１のそれぞれの右端部には、給紙ユニット２が設けられ、それぞれの給紙
トレイ１内の用紙の最上部に接して１枚ずつ用紙を繰り出し、給送する。給紙ユニット２
は所定のタイミングで給紙する。
　給紙ユニット２にあっては、給紙トレイ１に積載された用紙を引き込むピックアップロ
ーラ（用紙給紙装置）３、引き込まれた用紙を搬送する給紙ローラ４、連れ送りされて来
た重送紙を分離するセパレートローラ５により、用紙を分離搬送し、下流側に設けられた
縦搬送ローラ６によって、用紙を上方に送り出す構成となっている。
　縦搬送ローラ６の従動側ローラ７は、全給紙段に跨って配置された縦搬送ガイド板８に
設けられ、給紙された用紙をグリップするようになっている。縦搬送ガイド板（開閉部）
８は奥支点にて矢印で示す右方に開放し、給紙部で詰まった（ジャムした）用紙を引き出
せるように構成されている。
　各給紙ユニット２には、縦搬送ローラ６のニップ部の直後下流側に、用紙の有無を検出
する用紙検知センサ（反射型フォトセンサ）９がそれぞれ設けられ、通紙中、用紙サイズ
と搬送速度より算出できる計算値から、随時用紙検出結果の正常／異常判断を行い、異常
時、滞留、未到達の判断ができるようになっている。
　縦搬送ガイド板８の下方には、後述する開閉検知手段（マイクロスイッチ）１０、開閉
角度検知手段（反射型フォトセンサ＝開閉角度センサ）１１が設けられ、縦搬送ガイド板
８の開閉状況を把握できるようになっている。
　各給紙トレイ１の左方奥側には、各トレイの引き出しを固定するトレイロック機構１２
（後述）がそれぞれ設けられ、ジャム状況により、トレイ引き出しロック／解除の動作を
行う。
　縦搬送ローラ６により送り出された用紙は、中間ローラ１３、レジストローラ１４を介
し、転写部、定着部、排紙部、両面ユニット等に搬送されるが、以降のプロセスは、通常
の複写機と変わりないため省略する。
【００２５】
　図２は、図１の縦搬送ガイド板８を開いた状態を示す概略図（右側面図）である。前述
したように、奥支点８ａで開閉し、所定の位置に、従動ローラ７、給紙ユニット２が設け
られており、この給紙ユニット２にはそれぞれ、縦搬送ローラ６、用紙検知手段（用紙検
知センサ）９が設けてある。
　図中の矢印は、用紙の排出位置（給紙方向）を示し、各給紙段同一である。ベース面に
は開閉検知手段（マイクロスイッチ）１０が設けられ、縦搬送ガイド板８の下部に設けら
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れた爪１５でＯＮ、ＯＦＦされることによって開閉状態を検知する。開閉支点部の付近に
は、上方に向けて開閉角度検知手段（反射型フォトセンサ）１１が設けられ、発光素子か
らの出射光を縦搬送ガイド板８の適所に反射させてから受光素子により検知することによ
り、開放角度を検出している。
　図３は縦搬送ガイド板の位置検出状況を示す平面模式図である。図３では開放状態にあ
る縦搬送ガイド板８を閉める動作を示す。縦搬送爪１５が開閉検知手段（マイクロスイッ
チ）１０のレバーを押し込み、閉状態にあることが検知された状態となっている。
　図４は縦搬送ガイド板の開放開始状態を示す平面模式図である。但し、開閉角度検知手
段（反射型フォトセンサ）１１は、まだ検知された状態であり、ジャム処理を行うために
十分開かれた状態ではない。
　図５は縦搬送ガイド板の完全な開放時を示す平面模式図である。開閉検知手段（マイク
ロスイッチ）１０、開閉角度検知センサ（反射型フォトセンサ）１１が共に検知していな
い状態であり、縦搬送側から十分ジャム処理ができる隙間が確保できた状態と認識される
。
【００２６】
　図６は給紙トレイに設けられるトレイロック機構を示す概略図（平面横断面図）である
。図６において、給紙トレイ１の両側には前後方向へ延びるスライドレール対１６が取り
付けられ、前述したように、給紙トレイ１を画像形成装置の前面に引き出し、用紙の補給
ができるようになっている。
　図７は給紙トレイに設けられるサイドフェンス対およびエンドフェンス対を示す概略図
である。図７に示すように、給紙トレイ１はサイドフェンス対１７、エンドフェンス１８
、底板１９が設けられた一般的な構成である。
　装置本体側に定置されたトレイロック機構１２は、回転支点２０に支持されたロック爪
２１、これを引き込むロックソレノイド２２、ソレノイドがオフ時、ロック爪２１を解除
方向に引っ張る解除ばね２３にて構成される。
　給紙トレイ１の奥壁には、ロック爪２１が嵌合する角穴２４が設けられているが、図６
の状態では、前記ロックソレノイド２２がオフであり、ロック爪２１は解除スプリング２
３により解除位置に固定され、給紙トレイ１の角穴２４とは嵌合せず、給紙トレイ１の引
き出しが制限されることはない。
　ジャムが発生し、給紙トレイ１の引き出しをできなくする場合には、図７のようにロッ
クソレノイド２２がオンし、ロック爪２１を引き込むことによって、ロック爪２１の先端
フック部が給紙トレイ１の角穴２４の内周縁と嵌合し、給紙トレイ１は、引き出せなくな
る。
　図８は画像形成装置本体の電気回路を回路ブロック図である。Ｉ／Ｏインターフェース
２８を介し、制御部（ＣＰＵ）２５と、表示部２６（ジャム発生を表示し、操作者に知ら
せる）、入力回路部２７（用紙検知センサ９、開閉検知手段１０、開閉角度検知センサ１
１の信号を検出）、駆動回路部２９（給紙クラッチや、給紙モータ、ロックソレノイド２
２等のオン／オフ制御）が接続され、後述するフローに沿って制御される構成となってい
る。
【００２７】
　図９は本発明による給紙装置の制御フローを示すフローチャートである。図９において
、ジャムが発生すると（Ｓ１）、前述した用紙検知センサ９によって、用紙の滞留、未到
達ジャムかどうか判断される（Ｓ２）。ジャム箇所が異なる場合には本制御はＥＮＤとな
る。
　給紙装置本体のジャム処理手順にしたがう。ジャム箇所が、上記に合致した場合、給紙
トレイ１を、引き出せないようにトレイロック機構１２によって給紙トレイをロックする
（Ｓ３）。この場合、ロックは通紙中であった段の給紙トレイ１に実施される。
　給紙ユニット２の給紙トレイ１を所定時間駆動する。駆動する給紙トレイ１は、通紙中
であった該当する給紙トレイ１である。この動作にて、給紙トレイ１から、給紙ユニット
２内部に跨って残っている用紙を縦搬送ガイド板８側に出し、ジャム処理時、給紙ユニッ
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ト側に残紙が無いようにする（Ｓ４）（詳細は、図１０および図１１で説明）。
　次に、表示部２６に用紙のジャムおよび縦搬送ガイド板８を開く指示を表示する。縦搬
送側からジャム紙を取り除くよう促す（Ｓ５）。縦搬送ガイド板８の開閉状態を開閉検知
手段１０で判断する（Ｓ６）。
　縦搬送ガイド板８が開かれていない場合、（Ｓ５）に戻りループする。開かれた場合（
Ｓ６でＹｅｓ）、縦搬送ガイド板８の開閉状態を開閉角度検知センサ１１で判断し（Ｓ７
）、所定角度まで開かれていない場合、（Ｓ５）に戻りループする。開かれた場合、開閉
角度検知センサ１１で、開検知された時点を、"０"として、経過時間を制御部２５で計測
する（Ｓ８）。
　次いで、経過時間（所定以上の開放角度での開放時間）が所定時間を経過したかどうか
判断し（Ｓ９）、所定時間経っていない場合、（Ｓ５）に戻ってループする。所定時間経
っている場合、ジャム処理を行うために、縦搬送ガイド板８が十分開かれ、ジャム処理が
開始されたと判断し、"縦搬送ガイド板８を開く"表示を消し、ジャム表示のみとする（Ｓ
１０）。最後に、給紙トレイ１のトレイロックを解除する（Ｓ１１）。
【００２８】
　この開放角度とは、利用者が縦搬送ガイド板８内において、給紙ユニット内から給紙方
向に用紙が送られる経路を示す縦搬送路全体を死角なく視認するために十分と考えられる
開閉部の開いた角度をいい、例えば本実施の形態の画像形成装置においては４５度に設定
する。なお、この所定角度は４５度に制限するものではなく、本発明の給紙装置が用いら
れる画像形成装置等の機材の大きさなどにより異なる。
　また、この開放時間とは、利用者が縦搬送ガイド板８を開いて死角なく縦搬送路全体を
視認するために必要な最小時間とし、例えば本実施の形態の画像形成装置においては５秒
と設定する。なお、この所定時間は５秒に制限するものではなく、本発明の給紙装置が用
いられる画像形成装置等の機材の大きさ及び開閉部の開閉方式などにより異なる時間とな
るため、機材に応じて適切な時間を設定する必要がある。
【００２９】
　図１０は給紙ユニットにおいてこの給紙ユニット内部の用紙を送り出す状況を示す概略
図である。図１１は図１０と同じ状況において位置を変えて示す概略図である。
　図１０において、ジャム発生時、給紙ユニット２から用紙先端が出ていない場合、例え
ば何らかの拍子に給紙ローラ４が滑って未到達であった場合や、先行の用紙が別の場所で
ジャムしたために、給紙中の用紙が給紙ユニット内で止まっている場合、縦搬送ガイド板
８を開いた状態で、用紙の有無が確認できない。
　そのため、この状態でジャム処理を終了した後、トレイを引き出されると、給紙ユニッ
ト内に跨った用紙が給紙トレイとの間で引きちぎられ、ダメージを与えてしまうことがあ
る。
　したがって、図１１に示すように、ジャム表示を行う前に、給紙ユニット２を駆動させ
、ローラ類で用紙を前進搬送させる制御を所定時間加える。所定時間ｔとは、少なくとも
用紙のトレイ積載位置から、用紙先端が給紙ユニット２から突出する位置までの距離Ｌに
対し、搬送速度をｖとしたときに、ｔ＞Ｌ／ｖとすることが必要である。
【００３０】
　所定時間ｔをＬ／ｖ以上としたのは、給紙ユニット内部に滞留または未到達の用紙を給
紙ユニットの外部に到達させるための十分な時間を考慮したものである。つまり、この所
定時間ｔ駆動させることで給紙ユニット内部の経路Ｌ上のいずれの位置に用紙の先端が存
在していたとしても、理論上給紙ユニットの外部に搬送させることが可能になる。つまり
給紙ユニット内部で滞留又は給紙ユニットの外部まで到達していない用紙に対して、給紙
動作を所定時間ｔの間行うことで、給紙ユニットの外部に用紙の先端を突き出させること
ができる。
【００３１】
　この制御を付加することによって、用紙先端が給紙ユニット２の外に頭を出すことにな
り、縦搬送ガイド板８を開放したさい、操作者が、給紙ユニット２内に隠れている用紙に
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気付き、取り除くことができる。
【００３２】
　また、この給紙動作を行った後にジャム紙が給紙装置から用紙の先端が出ているか否か
確認する。この確認には用紙検知センサ９を用いる。この用紙検知センサ９は、図９のＳ
２で用紙の滞留、未到達ジャムかどうか判断した用紙検知センサ９と同じものとする。図
１０に示すように、この用紙検知センサ９は、縦搬送ローラ６及び従動側ローラ７の接触
部分より上方に設けられている。そして用紙検知センサ９は、縦搬送ローラ６及び従動側
ローラ７を介して用紙が給紙ユニット内部から出力されたか否かを検知することができる
。
【００３３】
　本発明によれば、開閉部の開閉角度を検知する開閉角度手段を設け、所定角度以上開い
ていない場合、ジャム紙の処理を行なうために十分な隙間を開いていないと考え、処理が
不十分であると判断し、トレイロックを解除しないことによって、ジャム紙の確実な処理
を促すことができる。
　さらに、上述のごとく、ジャム発生時、給紙装置から先端が出ていない場合、例えば何
らかの拍子にローラが滑って未到達であった場合や、先行の用紙が別の場所でジャムした
要因で、給紙中の用紙が、給紙装置内で止まっている場合などに見落とされてしまう場合
がある。
　この場合、一定時間、少なくともトレイ内の用紙積載位置から、給紙装置下流まで、用
紙を搬送できる時間分、該当の給紙ユニットを駆動させることで、上記場合でも、用紙先
端を給紙ユニット外に突出させることができ、ジャム処理時の見落としを防止することが
できる。
【００３４】
　つまり、ジャム発生時においては給紙ユニット内部に滞留又は未到達であった用紙でも
、制御部が給紙ユニットを駆動させて用紙先端を給紙ユニット外に突出させることとなる
。これにより縦搬送ガイド板８を開けた時、見落としの防止可能な位置まで用紙が搬送さ
れているので、利用者が用紙の先端を視認することが可能となる。また用紙の先端が突き
出されるまでの間、搬送されたので、ジャム発生時には給紙ユニット内部で滞留又は未到
達であった用紙を、利用者は容易に取り除くことができる。
【００３５】
　なお、制御部が給紙動作させた後、用紙検知センサ９は用紙の先端が突き出ているか否
か検知を行う。この検知結果により、用紙の先端が出ているか、未だに用紙が給紙ユニッ
ト内部にあるか制御部が判断する。そして制御部の判断結果に基づいて、表示部は、利用
者に対して異なる画面を表示する。
【００３６】
　まず所定時間ｔだけ給紙動作させた後に、用紙検知センサ９で用紙の先端を検知した場
合、表示部は利用者に対してジャムの発生および縦搬送ガイド板８を開く旨を表示する。
図１２は、表示部によりジャムの発生および縦搬送ガイド板８を開く旨を表示した画面の
一例を示した図である。この画面を表示した時、トレイロック機構により給紙トレイはロ
ックされた状態とする。これにより利用者がジャムの発生を認識した後での給紙トレイを
開ける行為を防止する。
【００３７】
　なお、この画面が表示された時、給紙ユニット内部の給紙動作はすでに終了している。
そして利用者がこの画面を参照し、ジャムが発生していることを認識し、縦搬送ガイド板
８を開けたときには既に用紙の先端が突き出ていることとなる。このためジャムが発生し
た後に行われる給紙動作中に、利用者が縦搬送ガイド板８を開ける行為を防止する。
【００３８】
　また、所定時間ｔだけ給紙動作させた後でも、用紙検知センサ９が用紙の先端を検知で
きない場合、給紙ユニット内部に残っている旨をさらに表示して、利用者に注意を促す。
図１３は、表示部によるジャムの発生および用紙が未だに給紙ユニット内部にある旨を表
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示した画面の一例を示した図である。この画面が表示されることで、利用者は、ジャムの
発生し、また用紙が滞留又は未到達なものとして給紙ユニット内部に残っていることを認
識することが可能となる。つまり用紙の位置を給紙ユニット内部と特定されているため、
利用者は迅速に用紙を取り除くことが可能となる。
【００３９】
　また、ジャム発生の状況によっては、給紙動作を行った後でも給紙ユニットから用紙の
先端を突き出させることができない場合もあるため、利用者が給紙トレイ側から経路Ｌ間
に挟まっている用紙を強引に引き抜かなければならないこともある。そして強引に引き抜
くことで用紙が引きちぎれたならば、紙片が残らないように取り除かなければならない。
この場合、一方では給紙トレイを引き出し、他方では縦搬送ガイド板８内の縦搬送路全体
を視認して紙片が残らないように作業できるのが望ましい。
【００４０】
　このような状況において本実施の形態の画像形成装置では、縦搬送ガイド板８を所定角
度以上、所定時間以上開くことで、制御部がトレイロックを解除することになる。このた
め利用者は、縦搬送ガイド板８を開いた状態で、縦搬送ガイド板８を閉じる等の処理を行
う必要なく、給紙トレイを引きだすことができる。これにより給紙ユニット内部の経路Ｌ
上に滞留している用紙がある場合、利用者は、縦搬送ガイド板８を開いた後であれば、給
紙トレイを引く行為のみで、給紙トレイ側および縦搬送ガイド板８側の両側を視認し、紙
片が残らないように注意しながら、両側から用紙を取り除く作業をすることが可能となる
。
【００４１】
　本発明によれば、用紙トレイの引き出しを防止できるトレイロック機構を有し、ジャム
時ロック機構を動作させ、トレイの引き出しを防止し、かつ給紙ユニット直後に設けたジ
ャム紙除去用の搬送路の開閉部の開閉を検知し、トレイロック機構が開閉部が開いた後で
解除される順番とする。
　これによって操作者のジャム処理手順を、必ず縦搬送ガイド板開閉部からジャム紙を視
認し、取り除く手順に限定することで、ジャム処理手順の間違いを起こさせない構成に対
し、前記開閉部の開時間をカウントする制御を付加することにより、所定時間以内に開閉
部が閉められた場合、ジャム紙の処理が済んでいないと判断し、トレイロック機構を解除
しないで、確実な処理を促す。
【００４２】
　また、利用者が開閉部を開くまで、制御部はトレイロックを解除しない。これにより利
用者が、ジャム発生後に開閉部を開く前に、給紙トレイを引くことで、用紙が引きちぎら
れることを防止する。また給紙ユニット内部に用紙片が残る等の深刻なダメージとなるこ
とを防止する。
【００４３】
　さらに、利用者が開閉部を開くのみでは、制御部はトレイロックを解除せず、所定時間
開いていた時にトレイロックを解除する。このため利用者が開けた開閉部内の縦搬送路全
体を視認せずに開閉部を閉じて給紙トレイを引き出す行為、あるいは縦搬送路全体を十分
に視認せずに閉じて給紙トレイを引き出す行為を防止する。これらの行為を防止すること
で利用者が縦搬送路全体を十分に視認することを可能とし、ジャムを発生させた用紙の見
落としを防止する。
【００４４】
　また、開閉部には、開閉の角度を検知する開閉角度検知手段を設けて、所定角度以上開
いていない場合はジャム紙の処理を行なうために十分な隙間を確保していないと判断し、
処理が不十分であると認識し、トレイロックを解除しない。
【００４５】
　なお、本実施の形態では、開閉部について開閉の角度が所定角度以上開いた場合に十分
な隙間を確保したと判断したが、開閉の角度により開閉状態を検知することに制限するも
のではない。つまり利用者が開閉部内の縦搬送路全体を死角なしに視認可能な位置まで開
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閉部が移動しているか否か検知できればよい。例えば開閉部がスライド式等の場合、開閉
部の移動距離等から開閉部の位置を求めることで、利用者が縦搬送路全体を視認可能な程
度に開閉部が開いているか判断してもよい。
【００４６】
　このように所定角度以上開いていない場合、つまり開閉部が利用者により縦搬送路全体
を死角なしに視認できる位置まで移動していない場合であれば、制御部はトレイロックを
解除しない。これにより利用者に対して開閉部内の縦搬送路全体が死角なしに視認するこ
とが可能な程度に開閉部を開けることを促すこととなる。つまりジャムが発生した場合に
利用者がトレイロックを解除するために十分死角がなく視認できる程度に開閉部を開ける
こと促すことで、利用者は縦搬送路全体を十分に視認することが可能となり、用紙の見落
としを防止することができる。
【００４７】
　さらに、ジャム発生後、開閉部が開かれる前に、所定時間給紙動作をさせることによっ
て、給紙ユニット内に先端が隠れている用紙を、給紙ユニット外（視認できる位置）へ突
出させることによって、ジャム処理時の見落としを防止することができる。
【００４８】
　また、表示部が利用者に対してジャムの発生および開閉部を開く旨を表示することで、
利用者に対して現在の状況を認識させることができ、また開閉部を開くことを指示するこ
とが可能となる。また、この画面を表示した時には、すでに制御部がトレイロック機構に
よりトレイロックしているため、ジャムが発生したことを利用者が認識した後での給紙ト
レイを開ける行為を防止する。利用者による給紙トレイを開ける動作を防止することで、
用紙が引きちぎられることを防止し、用紙等が給紙ユニット内部に残ってしまう等の深刻
なダメージを防止することを可能とする。
【００４９】
　また、表示部が表示した時には、給紙ユニット内部の給紙動作はすでに終了しているた
め、利用者が給紙動作中に開閉部を開ける行為を防止する。また利用者が表示によりジャ
ム発生を確認し、開閉部を開けたときには給紙動作が終了し、用紙が突き出されている。
このため利用者が用紙を見落とすことを防止すると共に、ジャム発生時には滞留又は未到
達であった用紙を利用者が容易に取り除くことができる。
【００５０】
　また、制御部による給紙動作後に用紙検知センサが用紙を検知しなかった際に、表示部
が給紙ユニット内部に用紙が残っている旨を表示することで、利用者に用紙が給紙ユニッ
ト内部にあることを認識させることができる。この場合において表示部は本発明の通知手
段に相当する。これにより利用者は用紙の位置を把握しているため、迅速に用紙を取り除
くことを可能とする。なお、給紙ユニット内部に滞留又は未到達である旨を利用者に通知
する手段は、表示部による表示に限定するものではなく、音声等により利用者に通知して
も良い。
【００５１】
　また利用者が開閉部を所定角度以上開けて所定時間経過した後では、制御部がトレイロ
ックを解除するため、利用者は自由に給紙トレイを引くことができる。つまり開閉部と給
紙トレイのいずれか一方が開かれた状態では用紙あるいは用紙が引きちぎれたことで生ず
る用紙片を全て取り除くことが困難な場合がある。この場合、開閉部を開いた後であれば
、開閉部を閉じる等の行為を行うことなく給紙トレイを引くことができるため、作業手順
が簡素化され、また利用者が開閉部内の縦搬送路全体及び給紙トレイの内部の両方を視認
すること及び同時に両側から作業することができる。これにより用紙の取り除く作業が容
易となるとともに、作業効率が向上する。そして給紙トレイを引き出す必要がある場合、
開閉部を閉じる必要ないことから、常に開閉部内の縦搬送路全体を視認できるため、給紙
ユニット内部に用紙片が残ることを防止し、深刻なダメージとなることを防ぐことが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
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【００５２】
【図１】本発明を適用する画像形成装置本体を説明する概略図。
【図２】図１の縦搬送ガイド板を開いた状態を示す概略図。
【図３】縦搬送ガイド板の位置検出状況を示す平面模式図。
【図４】縦搬送ガイド板の開放時を示す平面模式図。
【図５】縦搬送ガイド板の完全な開放時を示す平面模式図。
【図６】給紙トレイに設けられるトレイロック機構を示す概略図。
【図７】給紙トレイに設けられるサイドフェンス対およびエンドフェンス対を示す概略図
。
【図８】画像形成装置本体の電気回路を回路ブロック図。
【図９】本発明による給紙装置の制御フローを示すフローチャート。
【図１０】給紙ユニットにおいてこの給紙ユニット内部の用紙を送り出す状況を示す概略
図。
【図１１】図１０と同じ状況において位置を変えて示す概略図。
【図１２】表示部によるジャムの発生および縦搬送ガイド板を開く旨を表示した画面の一
例を示した図。
【図１３】表示部によるジャムの発生および用紙が未だに給紙ユニット内部にある旨を表
示した画面の一例を示した図。
【符号の説明】
【００５３】
　１　給紙トレイ
　２　給紙ユニット
　３　用紙給紙装置（ピックアップローラ）
　４　給紙ローラ
　８　開閉部（縦搬送ガイド板）
　９　用紙検知センサ
１０　開閉検知手段（マイクロスイッチ）
１１　開閉角度センサ（反射型フォトセンサ）
１２　トレイロック機構
２５　制御部（ＣＰＵ）
２６　表示部
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１３】
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